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獣医臨床に断層画像が登場して久しい.山口大学に

MRJが導入され早くも 10年が経過した.その問、断層画

像による画倣診断は格段に進歩した.現在では、獣医臨

床専用に利用されている C丁目日本中で数 10台、 MRJも

lO台に達しようという勢いである.これまで、 CTおよ

びMRIは利用可能な施設のみがその恩恵を被っていた

が、近い将来、臨床現腸でも断層画像をより頻繁に利用

できる機会が地えてくると思われる.以前、 MRIはCTの

上位検査と考えられていた節があり、断周画像について

学会誌に投稿した際には、審査員よりは線で診断でき

なかったからC'I¥CTでも診断できなかったから M悶.

これぞ臨床診断のフローチャートである」と指摘される

こともあった.これは、 M悶における大脳皮質と白質の

コントラストがCTよりも明瞭であるように、 M悶の優

れたコントラスト分解能が臨床診断においても優れると

考えられていたためである.しかし、怨者は断層画像倹

査とは、巴的により使い分けるものであると考えている。

本稿ではracliograph，cr，叩Uのコントラス ト(白黒の

泌淡の差)の違いについて生卵、ゆで卵、 wった卵を例

に説明したい.

Radiograph (Fig. 1) 

生卵では気室が陣認されるが、ゆで卵と凍った卵につ

いては気室が;j2められなかった.加熱あるいは凍結によ

り卵白が膨張して空気が卵殻の外に追い出されたためで
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ある.また、凍った卵では、膨張により卵殻の破裂が認

められた。しかしながら、このように形態の差異は観然

されるものの、コントラストの泣いは認められなかった.

また、画像のデンシティ ーは卵の中央部でX線問jl段収

(匝1).辺縁部につれて低吸収 (黒)となった.これは

radiographが透過像であるため、同程度のX線吸収率の

物質と仮定した場合、 厚みのある部位ほどX線は吸収さ

れ、 Mい部位のx，寵吸収は低いためである.さらに、

radiographでは卵殻が高股収に摘出された。卵般は96%

以ょが実効原子番号の比較的高い炭酸カルシウムから構

成される[ll.そのため、生体における骨と同様にX線殴

収瑠が高い卵殻は高吸収に画像化された.実際には卵殻

Fig.l生卵(下段) ゆで卵上段右) 凍った卵(上段左}の

rac¥旧gr;:mh。
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は卵全体を夜っているはずである。卵の輪郭のみが高吸

収に画像化されている理由は、卵殻の厚みがある周辺部

において、 X線をより吸収しているという先の理由と同

じである。

CT (Fig.2) 

外居より、卵殻、卵白、卵黄および卵黄の中心に位置

するラテプラが描出された[1]。生卵とゆで卵について

は、画像上の差異はほとんど認められなかった.一方、凍

結卵では視党的に明らかに卵白のデンシティーは低下し

た。凍結によ り卵白の体積が増加し、密度が低下したた

めに低吸収に描出された[2、3].Racliographで確認され

なかったゆで卵の気室は、実際には少量の空気が存在し

た (図は全て同一の卵を使用)。また、凍結卵の破裂部分

(矢印)についても、CTでは明瞭であった.

Fig.2 生卵〈下段)、ゆで卵(上段右)、凍った卵(上段左)のCT
(WL+5. WW300)東芝製 Xvision realにより搬曲。生
卵 ゆで卵、掠った卵白卵自のCT値はそれぞ杓 54.0日U

(日ounsfielclUnit)、54.41長人 34.3HUであった.卵般

の破裂部分を長印に示廿.

MRI (Fig.3) 

CTと問機、生卵では、卵白、卵賞、ラテプラは摘出さ

れた。しかしー水素原子が存在しない卵殻は抽出されな

かった。また、図に示す擬彩条件 (T，強調画像)では、生

卵は高信号、ゆで卵は生卵と比較して低信号、凍った卵

は無信号となった。凍った卵が無信号となった狸由は、

凍結卵の緩和時間が極端に短くなったためである.[2、
3]。また、生卵とゆで卵の気室の輪郭が不鮮明であるこ

とは、空気による磁化率アーティファクトである。臨床

例では頭部撮影11寺に鼓室胞の空気が同様にアーティファ

ク卜として観察されることがある[4]。
なお、図に示，nmlは、同 スライス内に卵を設箇し

て撮像した。 jm~品の乱回 臨床機では、撮影の都度 90 ' パ

ルス、 180。パルスおよびレシーパーゲインを自動的に調

整しているため、ゆで卵と生卵をそれぞれ別々に婦像し

てもこのようなコントラストの違いにはならないことに

注意が必要である。

Fig.3 生卵(下段)ゆで卵(上段右)凍った卵(上段左)の叩引

1.5テスラMRI装置。東芝製 Excel:artpianissimoにより

掃融 (FSE法、 TR4.000 m記 c.TE 120 msec. echo fac 
tor 17回)。

まとめ

生卵における卵白、卵黄、ラテプラのコントラストは

MRlで明瞭であったが、これらはCTでも識別可能であっ

た。CTは、視覚的に凍った卵とその仙との違いが確認さ

れ、 MRlでは、生卵、ゆで卵、凍った卵、それぞれの差

異が認められた。つまり、生卵、ゆで卵、liIiった卵の質

的な違いについての摘出はMRlがCTよりも優れた.一

方、 racliogral)hでは卵殻の破裂といった形態学的変化を

紹めるにとどまり、ゆで卵の気室にわずかに存在する~~

気について描出することはできなかった。

以上の結果より、 MRlのコントラス ト分解能がC丁や

radiographよりも優れることは明らかであった。M悶は

撮影条件によってコントラストは変化9るため、より多

くの情報を得ることが可能である[4]， そのため、コント

ラストを必要とする軟部組織の観祭にはM悶が有利であ

る。では、必ずしもMRlが第一選択かというと、筆者は

そう考えていない、C下の撮像時間は基本的に秒単位であ

るが、 h正RJは分単位である。筆者は、体動を伴う臓器の

観察にはCT、体重りJの影響がない臓器の観察には問主I、つ

まり脳、脊髄にはMRJ、胸部、腹部には CTと使い分l寸

ている。また、臨床の現場では、撮像時間に加えて検査

全体に要する時間が検査の種類を選択する要因となるこ

ともある。検査時間としてはCTの方が圧倒的に短時間で

終了するため、麻酔のリスクが高い動物については、目

的がたとえ頭蓋内であってもC丁を選択する場合もある。

例えば、カメに対寸る断層画像検査では、麻酔をしなく

ても撮像ができる CTの有用性が高い[5]。また、非股施

療の診断には臆癖の広がり、特に、胞療が喚球に浸潤し
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ているか否かの判定が予後の判断に非常に重要である。

そのためには箭板の画像化が必要であり、体動の影轡が

ない頭部であってもCTが有用である (Fig_4)。さらに、

卵殻の破裂がCTで明隙であった。Racliographの透過像

で診断が困難な肘関節異形成の診断に CTが利用される

Fig.4 品腔服協のCT頭前崎置断憧 (WL+20.WW 2500)東芝製

X vision real tz::より撮出。鼻腔および前頭間l工脱揚が浸

潤し筒板が破l腕<9'，印)されている.

のは、この理由によるo Multi-detector CTの登場によ

り、CTの擬像時間目更に短くなることが予想され、また、

三次元画像処理ワークステーションの進歩により、オ日

ナーに対してより説得力のある画像を示すことのできる

日も夢物語ではないであろう。

以上、断層画像検査は診断の目的に応じて使い分ける

ことが重要である.
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